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厚 生 委 員 会 

 

日   時 令和４年１２月７日（水）午前１０時００分開会－午前１１時１２分閉会 

場   所 役場３階 第二委員会室 

 

出席委員 中原委員長、坂原副委員長、瀧見、反保、早川、松尾、道工、出口 

 

欠席委員 なし 

 

傍聴議員 谷地、奥野、竹原 

 

出席理事者 田代町長、中口副町長、松岡副町長 

      古橋教育長、松井しあわせ創造部長 

      川端まちづくり戦略室長兼町長公室長 

      西総務部長・会計管理者、相馬財政改革部長 

      桒山総務部理事兼財政改革部理事 

      今坂しあわせ創造部総括理事兼住民課長 

      辻里しあわせ創造部理事兼生活環境課長 

      松本しあわせ創造部理事（保険年金担当） 

      松下しあわせ創造部理事（子育て支援担当） 

      南しあわせ創造部副理事兼地域福祉課長 

      川井しあわせ創造部副理事兼地域福祉課長兼保健センター所長 

      堀口保険年金課長、橋野高齢福祉課長 

   堤子育て支援課長、藤井深日保育所長 

      廣田まちづくり戦略室理事兼人事担当課長 

 

事  務  局 増田議会事務局長 

 

案   件 

     （１）付託案件について 

 

（２）その他 
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（午前１０時００分 開会） 

中原委員長 皆さん、おはようございます。 

ただいまから厚生委員会を開会します。 

本日の出席委員は８名、全員出席です。 

理事者についても全員出席です。 

定足数に達しておりますので、本委員会は成立いたしております。 

これより厚生委員会を開きます。 

なお、携帯電話はマナーモードに設定願います。 

初めにお諮りいたします。 

ただいま連絡を受けました傍聴許可の申出に対して、許可したいと思いますが、

ご異議ございませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

中原委員長 それでは、傍聴を許可します。 

１２月２日の本会議において、本委員会に付託を受けました議案４件の審査を

行います。 

それでは、これより議事に入ります。 

なお、発言者については、必ずマイクのスイッチを入れてから発言をお願いい

たします。 

説明者、答弁者におかれましては、私は、基本的にご指名いたしませんので、

理事者の発言は、所属部署と氏名を言ってからお願いしたいと思います。 

また、私が質疑するときは、副委員長に委員長の職務を代わっていただき、委

員長席のまま質疑することをご了承願います。 

それでは、議事に入っていきます。 

議案第５１号「令和４年度岬町一般会計補正予算（第９次）」についてのうち、

本委員会に付託された案件を議題といたします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

お願いいたします。 

堀口保険年金課長 それでは、「令和４年度岬町一般会計補正予算（第９次）」について

ご説明いたします。 

委員会資料の１ページをご覧ください。 
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歳入につきまして、１６国庫支出金、１国庫負担金、社会福祉費負担金といた

しまして、３７２万６，０００円の増額補正でございます。 

内容といたしましては、低所得者にかかる保険料の政令軽減相当額及び未就学

児の均等割減額分を公費で補填する国民健康保険基盤安定事業費の決定に伴い、

３０１万７，０００円を増額計上いたしております。 

なお、こちらにつきましては、歳出の国民健康保険特別会計繰出金費（基盤安

定）に充当いたします。 

南しあわせ創造部副理事 続いて、身体に障害のある方に対する補装具給付費の増加に伴

い、障害者自立支援給付費負担金７０万９，０００円を増額計上いたしておりま

す。こちらにつきましては、歳出の補装具費に充当いたします。補助率は２分の

１です。 

堤子育て支援課長 続きまして、児童福祉費負担金としまして、６５４万円の増額補正を

行うものです。詳細につきましては、歳出でご説明させていただきますが、障害

児入所給付費等国庫負担金として、障害児通所支援費に充当するものです。なお、

補助率は２分の１です。 

堀口保険年金課長 続きまして、１７府支出金、１府負担金、社会福祉費負担金といたし

まして、６３６万円の増額補正でございます。 

内容といたしましては、先ほどの国庫負担金と同様、国民健康保険基盤安定事

業費の決定に伴い、６００万６，０００円を増額計上いたしております。 

なお、こちらにつきましても、歳出の国民健康保険特別会計繰出金費（基盤安

定）に充当いたします。 

南しあわせ創造部副理事 続いて、身体に障害のある方に対する補装具給付費の増加に伴

い、障害者自立支援給付費負担金３５万４，０００円を増額計上いたしておりま

す。こちらにつきましては、歳出の補装具費に充当いたします。補助率は４分の

１です。 

堤子育て支援課長 続きまして、児童福祉費負担金としまして、３２７万円の増額補正を

行うものです。詳細につきましては、歳出でご説明させていただきますが、障害

児入所給付費等府費負担金として、障害児通所支援費に充当するものです。なお、

補助率は４分の１です。 

堀口保険年金課長 続きまして、資料の１ページから２ページにかけてをご覧ください。 
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２２諸収入、３雑入、雑入といたしまして、３，０６７万１，０００円の増額

補正でございます。 

内容といたしましては、後期高齢者医療広域連合負担金（医療費定率）分につ

いて、令和３年度の後期高齢者医療の医療費が確定したことにより、精算分の返

還を受けるものとして、２，９６７万１，０００円を増額計上いたしております。 

堤子育て支援課長 続いて、子ども活動支援補助金として、１００万円を増額計上してお

ります。詳細につきましては、歳出でご説明させていただきますが、公益財団法

人ライフスポーツ財団より、子ども活動支援補助金として、保育所管理費に充当

するものです。なお、補助率は１０分の１０です。 

以上、当委員会付託分歳入計といたしまして、５，０５６万７，０００円の増

額補正を行うものです。 

中原委員長 続けて歳出をお願いいたします。 

堀口保険年金課長 続きまして、資料の３ページをご覧ください。 

歳出につきまして、ご説明いたします。 

３民生費、１社会福祉費、国民健康保険特別会計繰出金費（基盤安定）といた

しまして、１，２０３万円の増額補正でございます。 

内容といたしましては、令和４年度の国民健康保険基盤安定事業費の決定に伴

い増額計上いたしております。 

なお、財源といたしまして、歳入の１６国庫支出金、１国庫負担金、社会福祉

費負担金、国民健康保険基盤安定負担金及び１７府支出金、１府負担金、社会福

祉費負担金、国民健康保険基盤安定負担金を充当いたしております。 

続きまして、国民健康保険特別会計繰出金費（職員給与費等）といたしまして、

２６３万４，０００円の減額補正でございます。 

内容といたしまして、一般職の給与の独自減額の反映と管理職手当の独自減額

の緩和及び人事異動等に伴い、国民健康保険特別会計で支弁する人件費を調整す

るものでございます。 

南しあわせ創造部副理事 続きまして、補装具費といたしまして、１４２万１，０００円

の増額補正でございます。 

内容といたしましては、身体に障害のある方に対する補装具費給付費について、

直近の利用実績に基づく本年度の所要見込額の算定に伴い増額補正を行うもので、
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内訳として、障害児補装具給付費７６万２，０００円の増額、身体障害者補装具

給付費６５万９，０００円の増額を計上いたしております。 

なお、歳入の障害者自立支援給付費負担金、国７０万９，０００円、府３５万

４，０００円を充当いたします。 

橋野高齢福祉課長 続きまして、２老人福祉費、介護保険特別会計繰出金費といたしまし

て、３２９万９，０００円の減額補正でございます。 

内容といたしましては、一般職の給与の独自減額の反映及び管理職手当の独自

減額の緩和並びに人事異動等に伴い、介護保険特別会計で支弁する人件費の調整

等によるものでございます。 

内訳といたしまして、職員給与費等２４８万円の減額、地域支援包括任意事業

８１万２，０００円の減額、地域支援介護予防総合事業費７，０００円の減額で

す。 

堤子育て支援課長 続きまして、２児童福祉費、障害児通所支援費といたしまして、１，

３０８万円の増額補正を行うものです。 

内容といたしましては、受給者数の増加に伴い、児童発達支援及び放課後等デ

イサービスの利用量の増加に伴う障害児通所支援給付費の増額です。 

財源といたしましては、障害児入所給付費等負担金、国６５４万円、府３２７

万円を充当します。 

続きまして、委員会資料４ページをご覧ください。 

２児童福祉施設費、保育所管理費といたしまして、１００万円の増額補正を行

うものです。 

内容といたしましては、コロナ禍で減少した子どもの運動や遊びの機会を提供

する遊具を購入し、町内各保育所に設置するための庁用器具費です。淡輪保育所

には逆上がり補助板、屋内鉄棒及び乳児用の滑り台、深日保育所には屋内滑り台、

ジャングルジム、多奈川保育所にはジャングルジムを設置いたします。 

財源といたしましては、子ども活動支援補助金を充当します。 

辻里しあわせ創造部理事長 続きまして、４衛生費、２清掃費、施設管理費ごみ処理施設

といたしまして、５３９万１，０００円を、３し尿処理費、施設管理費（し尿処

理施設）といたしまして、３１９万２，０００円をそれぞれ増額補正するもので

す。 
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内容といたしましては、原油や液化天然ガスなどの輸入価格高騰に伴う燃料調

整額の上昇により予算額に不足が見込まれることから、令和５年３月までに必要

となる電気代について増額補正を行うものです。 

以上、当委員会付託分歳出計３，０１８万１，０００円を増額補正するもので

す。 

続きまして、債務負担行為補正追加といたしまして、リサイクル施設整備事業

につきまして、期間を令和５年度、限度額を１６６万１，０００円とするもので

す。 

内容といたしましては、廃プラスチック圧縮梱包機の経年劣化により、油圧ポ

ンプ等が故障し、緊急に修理を行う必要がありますが、修理に必要な交換部品の

調達に６か月程度を要することから、年度内に完了が見込めないため、債務負担

行為を設定するものです。 

中原委員長 ただいまの説明に対しまして、委員の皆さんから質疑をお受けしたいと思い

ます。 

瀧見委員、お願いします。 

瀧見委員 お伺いいたします。４ページ、保育所管理費の件でございますが、ただいまご

説明で、各保育所ともにコロナの関係で運動能力も下がっているということで、

各器具を入れられるということなのですけれども、保育所に関する器具だけが対

象なのでしょうか。子育て支援センター等の用具などは、これも中に含まれるの

でしょうか、お伺いいたします。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

堤子育て支援課長 瀧見委員のご質問にお答えいたします。 

支援センターにおかれる遊具も対象とはなりますが、今回、子育て支援課と所

長の話し合いの協議の結果、今回は、各保育所に設置することとなりました。 

中原委員長 瀧見委員、どうぞ。 

瀧見委員 町内の保育所、子育て支援センターも含めて、保育所等の遊具などが随分老朽

化していると思うのです。それで、将来を担っていただく子育てに関しまして、

もう少し保育面におかれて、運動面におかれて、できれば、もう少しお子様たち

が外で元気に育っていただくためにも、もう少し検討していただければありがた

いと思います。 
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中原委員長 松尾委員、どうぞ。 

松尾委員 私からも同じところの質問なのですが、２ページの歳入でお尋ねしますが、こ

の子ども活動支援補助金、ライフスポーツ財団というところが支援していただけ

るということなのですが、先ほど瀧見委員からもありましたように、町内には、

児童公園というのもあると思うのですが、私も一般質問で児童公園のあり方、さ

らにその活用方法ということの提案もさせていただいていますし、あと、スポー

ツ、子どもたちのスポーツの運動能力向上ということでも一般質問、今回させて

いただきました。その中で、児童公園の遊具、施設についても適用できるかどう

かというのをお尋ねしたいと思います。 

中原委員長 答弁お願いします。 

堤子育て支援課長 松尾委員のご質問にお答えいたします。 

子どもスポーツ用具の購入経費、大型遊具の改修・修繕等の経費が対象となり

ますので、児童遊園の遊具につきましても対象となります。 

中原委員長 松尾委員、どうぞ。 

松尾委員 今後、児童公園のあり方というのは、私からも提言させていただいていますの

で、ぜひ、引き続き、その支援というところで考えていただけたらと思います。

これは要望です。 

今度は、３ページの障害児通所支援給付費についてお伺いしたいのですが、予

定よりサービスを利用される方が増えているということなのですが、何人ほど増

えているのかということをお伺いしたいと思います。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

堤子育て支援課長 松尾委員のご質問にお答えいたします。 

令和４年４月現在で３９名、令和４年１０月で４４名、令和４年１２月で４２

名となっております。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん、いかがでしょうか。 

出口委員、どうぞ。 

出口委員 すみません。４ページの４の衛生費、これが施設管理費のごみ処理費と、し尿

処理費ということになっていますけれども、今理事から説明があったように、原

油、液化天然ガス、電気代という形で高騰しているのはよく理解できますけれど

も、大体この比率はどんなものかな。それと何か月分の費用の補正予算が組まれ
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ているのかお教え願います。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 令和４年度の上半期の執行実績に加えて、前年度の下半期の伸

び率により計算しております。計算しますと、施設ごとに約ひと月分ぐらい足ら

なかったことになります。 

中原委員長 出口委員、どうぞ。 

出口委員 ということは、ごみ処理施設では５３９万１，０００円ほど足りないと。それ

でまた、し尿処理も３１９万２，０００円が足りないということですか、これは、

これから先も原油の高騰が、液化天然ガス、もちろん電気代も高騰してくると思

いますけれども、これで十分１か月分は補足できるのですね。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 その分も見込んで計上しておりますが、これからの高騰でどう

なるか分かりませんので、また足らない場合は、３月補正させていただくように

なると思います。 

中原委員長 それでは、お待たせしてすみません。瀧見委員、どうぞ。 

瀧見委員 出口委員と同じことをお伺いしようと思ったのですけれども、４，０００万円

の当初の予算から、補正額が約１０％ぐらいの比率で来ていると思うのです。と

いうことは、単純に言えば、平らに言えば、約１０％ぐらいの燃料費の高騰があ

りますという認識でよろしいのでしょうか。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 今の上がり具合で言いますと、瀧見委員おっしゃるとおり１

０％ぐらいの値上がりになっております。 

中原委員長 瀧見委員、どうぞ。 

瀧見委員 結構です。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん。 

松尾委員、どうぞ。 

松尾委員 ４ページの債務負担行為の補正で上がっていますリサイクル施設整備事業に関

してなのですが、私、ひょっとしたら聞き逃しているかもしれませんが、ちょっ

と教えていただきたいのですが、この廃プラスチックの圧縮の機械が故障したと

いうことなのですが、今どうされているのかというのをお聞きできたらと思いま
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す。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 廃プラスチック梱包機につきましては、部品交換の調達に６か

月かかるということで、今現在は止まっております。 

中原委員長 松尾委員、どうぞ。 

松尾委員 その間に、もし搬入されたときは、今どうされているのかどうかというのを、

どうなっていますか。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 修理に必要な部品の調達に６か月程度要すること及びストック

ヤードでの仮置き場がないことから、可燃ごみと混合し、焼却しております。 

中原委員長 松尾委員、どうぞ。 

松尾委員 それは特に問題ないということでよろしいですね。 

中原委員長 答弁お願いします。 

辻里しあわせ創造部理事 分別収集を開始するまでは、プラごみを焼却しておりました。

ピット内での可燃ごみとプラごみを十分撹拌することで燃焼温度の安定化を図っ

ておりますので、可燃ごみとプラごみ、一緒に焼却することについては問題はご

ざいません。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん、質疑はよろしいでしょうか。 

反保委員、どうぞ。 

反保委員 ４ページの一番下の債務負担行為補正のリサイクル施設整備事業、リサイクル

整備事業とはどういった事業か教えていただきたいと思います。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 リサイクル施設整備事業といいますのは、美化センターの中に

リサイクルセンターがございます。その中でリサイクルするために、今回、廃プ

ラスチック梱包機が故障しておりますが、その梱包機の機械とペットボトルの梱

包機の機械がありますんで、そういう意味で、リサイクル整備事業としておりま

す。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん。 

松尾委員、どうぞ。 

松尾委員 何度もごめんなさい。参考までにお聞きしたいのですが、今回その６か月修理
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にかかると、期間がかかるということなのですが、その６か月間で大体リサイク

ル料というのはどれぐらいになっているのかというのを、分かれば、分かる範囲

でお答えいただければと思います。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 ９月から３月の見込み量は、５万５，０００キログラムになり

ます。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

出口委員、どうぞ。 

出口委員 ３ページの真ん中の補装具費ですね。これが補正予算で１４２万１，０００円

の内訳が障害児補装具給付費７６万２，０００円、身体障害者補装具給付費６５

万９，０００円と、これは何名分を充当されているのか、その辺をお聞きしたい

と思います。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

南しあわせ創造部副理事 出口委員のご質問にお答えいたします。 

今回、補正予算で計上しております合計で１４２万１，０００円の人数という

ことですけども、こちらにつきましては、人数というよりも、過去３年間の下半

期の利用実績を加味しまして、この程度不足するであろうということで計上いた

しておりますので、特に人数というのは積算しておりません。 

出口委員 分かりました。 

中原委員長 委員の皆さん、ほかにないようでしたら、私から少しお聞きしたいことあり

ますので、副委員長と代わっていただこうと思います。 

坂原副委員長 中原委員長、どうぞ。 

中原委員長 委員会資料の４ページの、私からもリサイクル施設整備事業に関わってお尋

ねしたいと思います。 

先ほど来の質疑で、今は止まっているということと、それから、リサイクルで、

本来であれば圧縮をして、売却するということになったものについては、可燃ご

みと一緒に燃やしていて、それについては問題はないということは確認をさせて

いただきました。それで、これはいつから止まっているのかということと、それ

から、廃プラスチックの圧縮梱包機ということでありますけれども、これは出す

側、住民からすると、廃プラスチックごみを出したら、それを圧縮梱包するとい



 

 

11 

うことなのかと思うのですが、ペットボトルについても、圧縮梱包できないとい

うことになるのか教えていただきたいと思います。 

坂原副委員長 答弁お願いします。どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 廃プラスチック梱包機の故障につきましては、９月上旬から止

まっております。ペットボトルにつきましては、圧縮梱包機で梱包しまして、容

リ協に出しております。 

坂原副委員長 委員長、どうぞ。 

中原委員長 ということは、９月の上旬から、出す側は分別して出しているけれども、燃

えるごみとして焼却炉で燃やしているということと、それから、ペットボトルに

ついても、この圧縮梱包機、今は故障しているから、圧縮梱包ができないという

対象になるということですか。ペットボトルについては、問題なく事業できてい

るということですね。なるほど。廃プラスチックごみに関してだけ、燃えるごみ

として扱われているということが分かりました。 

それで、それを聞くと、私は家で一生懸命廃プラスチックごみの分別をやって

いるのですよ。その私からすると、なぜ教えてくれなかったのと。要するに燃え

るごみに入れて出せばいい話になりますよね、平たく言うとね。私は家で、旦那

に、それ意味あるの、どっちがエコなのってよく言われながら分別しているので

す。というのは、例えばプラスチックのトレーに何かがべちゃっと、何か惣菜の

何かねっとりしたものが付いていると、それは水で洗ったり、ティッシュで拭い

たりして汚れを取って、廃プラスチックごみのほうへ入れるわけなのです。そう

したら、水も資源でしょうと、ティッシュも資源でしょうと、どちらのほうがエ

コなのだろうねって、あなたはいつも何かそういう資源は大事にとか言っている

けど、それってどうなのって聞かれながら、分別をしているわけなのです。それ

を、今年の９月から止まっていると聞くと、なぬと思うわけなのです。それで、

どうしてそのことを住民の皆さんにお伝えにならないのかと思うのです。という

のは、分ける手間が省けるわけで、それなら、分けずに普通の燃えるごみの日に

一緒に捨てるというのが、それを聞いたら普通の行動になるわけで、修理が終わ

って、また分別の必要が出てきたら分別を再開すればいい話と違うのかなと思う

のですけれども、なぜ住民の皆さんに、今故障しているから分ける必要はありま

せんよと、燃えるごみのときに一緒に出してくださいと。合わせて、また分別し
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ていただく時期になったら、またご協力くださいねという周知を行えばいいのと

違うのかなと思うのですが、そこはいかがでしょうか。 

坂原副委員長 答弁お願いします。どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 プラごみの分別収集につきましては、平成２２年から開始し、

約１２年が経過しております。可燃ごみ、缶・びん、プラごみ、小型不燃ごみと

いった家庭から排出されるごみの分別が定着されております。プラごみの圧縮梱

包機の修理には、少なくとも６か月程度要しますが、その間、プラごみの分別収

集を行わないとすると、住民の皆様の分別に対する意識の薄れ、また再開後のプ

ラごみに他のごみの混入など、分別収集への影響が懸念されることから、分別収

集を継続しております。あくまでも一時的な対応としてプラごみを焼却している

もので、これを継続することは考えておりません。ご理解のほどよろしくお願い

いたします。 

坂原副委員長 中原委員長。 

中原委員長 私は、知ってしまった以上、再開されるまではプラごみについては、もう分

別することはしません。燃えるごみの中に入れて出しますけれども、これ例えば

ですが、私で言うと、淡輪地域に住んでいるので、金曜日にプラごみは回収に来

ていただくわけなのです。お猿のかごやの音が鳴って出すのですが、それで、そ

この曜日の回収が必要なくなるということにもつながっていくのと違うかなとい

うように思うのです。要するに言いたいのは、回収にかかる経費の節減にもなっ

ていくのと違うかなと、町財政で言うとね。ごみについては、収集量に応じて委

託料が比例してきますので、それからいうと、燃えるごみの量が増えるというこ

とにはなりますけれども、重量はそんなに大きくない。回数が減るわけだから、

淡輪でいうと、金曜日の回収は減るということになるので、数か月の話かも分か

りませんが、財政にも寄与するものと、少しならないのかなというように思った

りもするのですけれども、そこはどうなのでしょうか。 

坂原副委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 委員おっしゃるとおり、木曜日が深日地区のプラごみの収集日、

金曜日が淡輪地区の収集日になっております。収集につきましては、可燃ごみと

重なっておりますので、収集するのは同じです。毎週、週５日間、収集日がある

のは変わりないので、どれだけ削減できるかという点もあろうかと思いますけれ
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ども、担当としましては、一時的な対応としてプラごみを燃やしていることです

ので、継続したいと考えております。 

坂原副委員長 中原委員長。 

中原委員長 私は、このことで岬町のリサイクル率の話、一般質問で、谷地議員も投げか

けておられたし、先ほど松尾委員の質問もリサイクル料のことをお尋ねになりま

したけれども、リサイクル率が今でも低いのにさらに下がってしまうのと違うか

と。それはもう当然そうなりますよね、どうしてもね。それで、この住民さんに

知らせないという対応を継続すると。私は、その姿勢は、やはり住民さんに対し

て失礼だと率直に思います。住民の皆さんを信頼して、今は分けなくてもいいの

ですと。分ける必要が出てきたら、またきちんと啓発をすると。ぜひご協力くだ

さいと、こういうリサイクルについては、住民の皆さんを信頼して、呼びかける、

啓発する、その姿勢は何より行政に求められていることと違うのかなと、私はも

うずっと思っているし、過去にも言ってきました。信頼関係が非常に大事なので

す。一生懸命、協力しよう思って分けているのに、それを結局燃えるごみとして

扱っているのかということになったら、行政全体に対する信頼を損ねることにも

つながりかねないと私は思っています。行政側の考え方も分かります。一回また

元に戻ってしまったら、なかなかもう分けてくれないのと違うかとか、それはや

はり住民の皆さんを信頼していないということと違うのかなと私は思うので、私

がここで色々言っても、先ほどの答弁でいうと、態度を改めないということだと

思いますので、そこについては、ぜひお考えいただきたいと、要望にとどめたい

と思いますけれども、基本的な姿勢として、住民の皆さんを信頼するということ

は大事なことだと思いますので、ぜひこのことについては、ご一考いただきたい

と思います。 

それから、今回この部品、入手までに６か月かかるということですけれども、

何かおかしいなとか、そういう故障の兆しというか、そういうものはなかったの

でしょうか。 

それから、ほかの部分についても、心配なところがあるとか、そういったこと

は今のところないのか、それについてもお聞きしておきたいと思います。 

坂原副委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 故障の兆しというか、急に止まってしまうものになってきます
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ので、作業している者については、分からなかったように聞いております。ほか

の設備につきましても、平成２２年度導入の機械になりますので、これから故障

が出てくるだろうとは予測はしております。それに対しまして、業者に来てもら

ったときに、どこか悪い箇所がないかというのは、見させておるところです。 

坂原副委員長 中原委員長。 

中原委員長 急に止まって本当に困る機械というのは幾つかありますけれども、そのうち

の一つだろうなと。ごみ行政については、止まったらたちまち困ってしまうとい

うことですから、ほかの部品等についても、よく点検しながら、安全に進めてい

ただきたいと思いますし、早く部品が入って、元に戻ることを願っていると。先

ほど文句については言わせていただきましたので、重ねてそのことを今言うこと

はやめておきますけれども、よくお考えいただきたいと思います。 

坂原副委員長 では、進行を委員長にお返しします。 

中原委員長 ご協力ありがとうございました。 

松尾委員、どうぞ。 

松尾委員 私からも、委員長がおっしゃられたことについて、提案というか、お聞きした

いことが出てきたので、お聞きしたいのですが、せっかく住民さんが分別して、

そしてごみを出されているこの廃プラスチックなのですが、私もずっと循環型、

循環型とうるさいほど言っている人間として、ほかの自治体との連携、こういっ

たことが起きたときに、ほかの自治体との連携によって、リサイクル料、率が変

わらない、変わらなくて循環できるという仕組みを今後構築していく必要がある

のかと思うのですが、そのあたりの考えというのはいかがでしょうか。 

例えば、和歌山市、阪南市、泉南市というところなのですが、いかがでしょう

か。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 ほかの自治体との連携につきましては、今回はプラごみであり

ましたけれども、圧縮梱包して、容リ協というところに出すのですが、梱包にし

ていただくことになると、運搬費の経費がかかってきますので、そういった面も

含めますと、かなり経費かかってきます。そういったことから、今回については、

応急的な手段として、焼却しているところです。そういったことから、他の自治

体につきましては、焼却場自体がストップした場合であれば、連携とかはやって
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いただけるのですが、動いている場合は、そういった連携ということはできてい

ないです。 

中原委員長 松尾委員、どうぞ。 

松尾委員 どこかの部品が壊れたら、もうストップして、ほかのごみと一緒に焼かないと

いけないという、今回の事例でよく分かったので、何か、ほかにいい手がないか

というのを、せっかくの機会ととらえて、ほかの自治体とも協議の上、助け合い

とか、そういうところで、ぜひ行っていただけたらという思いですので、それは

要望としてとどめておきたいと思います。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん、いかがでしょうか。よろしいですか。私、もう一つ疑

問がわいてきたので、副委員長、お願いいたします。 

坂原副委員長 中原委員長、どうぞ。 

中原委員長 今の件なのですが、リサイクルセンターの事業については、委託をしていま

すよね。このことで一部の事業ということになりますが、リサイクルセンターに

委託している事業の中の一部ということになりますけれども、圧縮梱包をしなく

てよくなるということは、委託料が減るということになるのでしょうか、教えて

ください。 

坂原副委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 リサイクルセンターの事業としまして、まだペットボトルの梱

包作業があります。リサイクルセンター自体の管理業務もありますんで、管理と

いいますと、清掃とかきちんとしていただいているので委託料の減額というのは

ないと考えております。 

坂原副委員長 中原委員長。 

中原委員長 仕事の量が減るのに委託料が減らないというのは、どういう制度設計という

か、積算をされているのかよく分からないのですけれども、ご説明いただけます

か。 

坂原副委員長 答弁どうぞ。 

辻里しあわせ創造部理事 委託料の積算につきましては、主に人件費で積算をしておりま

すので、廃プラスチックの作業員の方が来られない、ほかの業務を当たるという

ことで、違う業務に使っておりますので、削減できないということになります。 

坂原副委員長 委員長、どうぞ。 
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中原委員長 公務の分野ですので、補完的なほかの事業を行っていただきながら、その方

の収入は保障するというのは妥当だと思いますので、今、別の仕事をしていただ

いているということでありましたから、それで結構かと思いますけれども、普通

に考えると、仕事が減ったら、そこに配置する人も必要なくなったりして、その

ことは、町の財政に寄与するということにつながるわけで、そこがどうなのかと

少し疑問に思いましたので、お聞きしましたが、雇用の問題もありますし、一旦

委託を契約して、発生している事業でもありますから、そこは今のとおり運用し

ていただくのが適当と思いますけれども、無駄遣いというようなことにはならな

いように運営をしていただきたいと思います。 

坂原副委員長 では、進行を委員長に戻します。 

中原委員長 皆さんもご協力ありがとうございました。 

それでは、よろしいでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、これで質疑終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 ないようですので、討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第５１号について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めま

す。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致であります。 

よって、議案第５１号のうち、本委員会に付託された案件は可決されました。 

議案第５２号令「令和４年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１次）に

ついて」を議題とします。 

本件について担当課から説明を求めます。 

お願いします。 

堀口保険年金課長 令和４年度岬町国民健康保険特別会計補正予算（第１次）につきまし

て、ご説明いたします。 
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本補正予算につきましては、低所得者に係る保険料の政令軽減相当額及び未就

学児の均等割減額分を公費で補填する保険基盤安定事業費の決定に伴う国民健康

保険料及び繰入金や前年度交付額の確定に伴う精算として返還が生じたことによ

る償還金及び国民健康保険特別会計で支弁する職員給与費等の調整に係る経費に

ついて編成いたしております。 

資料の５ページをご覧ください。 

歳入につきまして、ご説明いたします。 

１国民健康保険料、１国民健康保険料のうち、医療給付費分現年分といたしま

して、９３９万６，０００円、後期高齢者支援金分現年分として、５４万５，０

００円、介護納付金分現年分として、２０８万９，０００円をそれぞれ減額補正

するものです。 

内容といたしましては、低所得者に係る保険料の政令軽減相当額及び未就学児

の均等割減額分を公費で補填する国民健康保険基盤安定事業費の決定に伴い、財

源調整を行うものでございます。 

次に、７繰入金、１他会計繰入金のうち、保険基盤安定繰入金（軽減分）とし

まして、５９９万６，０００円、保険基盤安定繰入金（支援分）としまして、５

４８万４，０００円、保険基盤安定繰入金（未就学児均等割分）としまして、５

５万円をそれぞれ増額補正し、職員給与費等繰入金としまして、２６３万４，０

００円を減額補正するものです。 

内容といたしましては、低所得者に係る保険料の政令軽減相当額及び未就学児

の均等割減額分を公費で補填する国民健康保険基盤安定事業費が決定したこと及

び一般職の給与の独自減額の反映と管理職手当の独自減額の緩和や職員の人事異

動等により、国民健康保険特別会計で支弁する人件費の調整に伴い計上いたして

おります。 

続きまして、資料の６ページをご覧ください。 

２基金繰入金、財政基盤安定基金繰入金としまして、８０７万５，０００円を

増額補正するものです。 

内容といたしましては、国民健康保険保険給付費等交付金のうち、特別交付金

分の前年度交付額の確定に伴う精算として返還金が生じたため、その財源に充て

るものです。 
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続きまして、資料の７ページをご覧ください。 

歳出につきまして、ご説明いたします。 

１総務費、１総務管理費、一般管理費人件費といたしまして、２６３万４，０

００円の減額補正でございます。 

内容といたしましては、一般職の給与の独自減額の反映と管理職手当の独自減

額の緩和及び人事異動等に伴い、国民健康保険特別会計で支弁する職員給与費等

の調整に係る経費として、給料として１７７万６，０００円、職員手当等として、

２８万２，０００円、共済費として、５７万６，０００円をそれぞれ減額補正す

るものです。 

次に、３国民健康保険事業費納付金につきましては、国民健康保険基盤安定事

業費が決定したことに伴い、１医療給付部分、一般被保険者医療給付分として、

９３９万６，０００円、２後期高齢者支援金等分、一般被保険者後期高齢者支援

金等分として、５４万５，０００円、３介護納付金分、介護納付金分として、２

０８万９，０００円をそれぞれ一般財源からその他特定財源に財源更正を行うも

のです。 

次に、資料の８ページをご覧ください。 

９諸支出金、１償還金及び還付加算金、償還金費としまして、８０７万５，０

００円の増額補正でございます。 

内容といたしましては、国民健康保険保険給付費等交付金のうち、特別交付金

分の前年度交付額の確定に伴う精算として増額計上するものでございます。 

以上、当委員会付託分として、歳入歳出それぞれ５４４万１，０００円の増額

補正でございます。 

中原委員長 ただいまの説明に対しまして、質疑ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 それでは、ないようですので、質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 討論なしと認めます。 

それでは、討論を終わります。 
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続いて採決を行います。 

議案第５２号について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致です。 

よって、議案第５２号は、本委員会において可決されました。 

議案第５４号、「令和４年度岬町介護保険特別会計補正予算（第２次）につい

て」を議題とします。 

本件について、担当課から説明を求めます。 

橋野高齢福祉課長 委員会資料の９ページをご覧ください。 

令和４年度岬町介護保険特別会計補正予算（第２次）について、ご説明をさせ

ていただきます。 

今回の補正予算につきましては、一般職の給与の独自減額の反映及び管理職手

当の独自減額の緩和並びに人事異動等に伴い必要となる介護保険特別会計で支弁

する人件費の調整に係る経費について計上するものでございます。 

歳入についてご説明いたします。 

１保険料、１介護保険料、現年度分特別徴収保険料としまして、８８万６，０

００円減額、現年度分普通徴収保険料としまして、９万８，０００円の減額補正

です。 

次に、４国庫支出金、２国庫補助金、２地域支援事業交付金（介護予防・日常

生活支援総合事業）現年度分としまして、１万６，０００円の減額補正です。 

次に、３地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）現年度分としまし

て、１６２万３，０００円の減額補正です。 

９ページから１０ページにかけてをご覧ください。 

次に、５支払基金交付金、１支払基金交付金、現年分としまして、１万７，０

００円の減額補正です。 

次に、６府支出金、２府補助金、１地域支援事業交付金（介護予防・日常生活

支援総合事業）現年度分としまして、７，０００円の減額補正です。 

次に、２地域支援事業交付金（包括的支援事業・任意事業）現年度分としまし

て、８１万２，０００円の減額補正です。 

１０ページから１１ページにかけてご覧ください。 
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次に、１０繰入金、１一般会計繰入金、２地域支援事業繰入金（介護予防・日

常生活支援総合事業）現年度分としまして、７，０００円の減額補正です。 

次に、３地域支援事業繰入金（包括的支援事業・任意事業）現年度分としまし

て、８１万２，０００円の減額補正です。 

次に、４その他一般会計繰入金、職員給与費繰入金としまして、２４８万円の

減額補正です。 

続きまして、歳出についてご説明させていただきます。 

委員会資料の１２ページをご覧ください。 

１総務費、１総務管理費、一般管理費人件費といたしまして、一般職の給与の

独自減額の反映及び人事異動等に伴う人件費の調整等のため、２４８万円の減額

補正でございます。 

内訳といたしましては、給料１７５万１，０００円の減額、職員手当等２３万

円の減額、共済費４９万９，０００円の減額でございます。 

次に、４地域支援事業費、２一般介護予防事業費、介護予防普及啓発事業費

（人件費）といたしまして、一般職の給料の独自減額の反映に伴う人件費の調整

等のため、１４万７，０００円の減額補正です。 

内訳といたしましては、給料４万８，０００円減額、職員手当等３万８，００

０円の減額、共済費６万１，０００円の減額でございます。 

次に、地域介護予防活動支援事業費といたしまして、人事異動等に伴う人件費

の調整等のため、８万６，０００円の増額補正です。 

内訳といたしましては、旅費８万６，０００円の増額補正でございます。 

次に、３包括的支援事業・任意事業費、地域ケア会議推進事業費（人件費）と

いたしまして、人事異動等に伴う人件費の調整等のため、６７０万円の減額補正

です。 

内訳といたしましては、給料３４４万７，０００円の減額、職員手当等２０８

万円の減額、共済費１１７万３，０００円の減額でございます。 

次に、地域ケア会議推進事業費（人件費）（再任用職員）としまして、人事異

動等に伴う人件費の調整のため、４９５万６，０００円増額補正です。 

内訳として、給料３０６万３，０００円の増額、職員手当等９４万８，０００

円の増額、共済費９４万５，０００円の増額補正でございます。 
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次に、５認知症総合支援事業費 認知症総合支援事業人件費（一般職任期付職

員）としまして、人事異動等に伴う人件費の調整等のため、３４８万４，０００

円の減額補正です。 

内訳としましては、給料２３５万１，０００円の減額、職員手当等５４万１，

０００円の減額、共済費５９万２，０００円の減額でございます。 

次に、認知症総合支援事業費としまして、人事異動等に伴う人件費の調整等の

ため、１０４万２，０００円の増額補正です。 

内訳としましては、報酬８７万円の増額、共済費１４万２，０００円の増額、

旅費３万円の増額でございます。 

１３ページをご覧ください。 

次に、認知症総合支援事業費人件費として、一般職の給料の独自減額の反映及

び管理職手当の独自減額の緩和に伴う人件費の調整等のため、３万１，０００円

の減額補正です。 

内訳といたしましては、給料４万１，０００円の増額、職員手当等６万７，０

００円の増額、共済費１３万９，０００円の減額でございます。 

以上、当委員会付託分としまして、歳入歳出それぞれ６７５万８，０００円の

減額補正でございます。 

中原委員長 それでは、委員の皆さん、質疑ございませんでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第５４号について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致です。 
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よって、議案第５４号は、本委員会において可決されました。 

議案第５７号、「岬町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関

する基準を定める条例の全部改正について」を議題といたします。 

本件については、本会議で説明を受けておりますので、理事者の説明を省略し

たいと思います。 

それでは、委員の皆さんから質疑をお受けしたいと思いますが、いかがでしょ

うか。 

副委員長、どうぞ。 

坂原副委員長 １点だけ確認をお願いします。今回の提案につきましては、条例の全部改

正ということで、これは特に、何か一つのことについて、条例を改正するという

ことではなくて、全部を改正するということなのですが、それは、今後これはど

ういうふうになるのかということをお聞きしたいのですけれども。これは国から

毎回条例改正いうのが国から来ますよね。すると、それに合わせて岬町としても、

その都度改正をしないといけないというのがあるとは思うのです。今回のこの全

部改正というのは、今後その辺どうなるのかということをお聞きしたいと思いま

す。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

堤子育て支援課長 坂原副委員長のご質問にお答えします。 

今後ですが、国のほうが改正されれば、岬町のほうの改正は必要がなくなりま

す。 

中原委員長 坂原副委員長、どうぞ。 

坂原副委員長 今回のこの全部改正というのをすれば、今後国から、その都度条例改正が

あっても、岬町として、その都度また改正しなくてもいいと。国が改正すれば、

その分、岬町も自動的に改正していくということでよろしいのでしょうか。もう

結構です。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

なければ、私からも質問がありますので、副委員長、お願いいたします。 

坂原副委員長 中原委員長、どうぞ。 

中原委員長 今お聞きしていた副委員長からの質問に関わってお聞きするのですが、岬町

としては、特に、毎回条例改定という事務が必要なくなるということで、ただ、
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そうなりますと、知らない間に岬町の中でのルールが変わっているということも

今後起こっていくわけですよね。そういうことについて、例えば、その都度、国

のほうでこう変わりましたので、岬町の中のルールも同様に変わりますというよ

うなお知らせが、その都度いただけるのかどうか、国は勝手に変えるけど、岬町

の中のルールですから、同じだとしても、実際に影響が及ぶのは、この件で言う

と、保育所であったり、幼稚園であったり、認定こども園であったり、そこに通

う子どもたち、そして、その保護者ということになりますので、私たち議会はき

ちんと掴んでおく必要があると思うのです。そのあたりについて、きちんと逐一

お知らせいただけるのかどうかということを聞きたいのが一つと、それから、今

回、岬町で作っている条例を国の法律同様に合わせますよという提案で、それで、

一応、府令というのがあるわけなのですが、それと見比べをしてみたのですね。

そうしましたら、きれいにほとんど同じなのだけど、１か所、岬町では、第３条

の一般原則というところの中の第５号として、暴力団の排除規定というのが設け

られているのです。だけれど国のほうには、それはないのです。そこはどういう

ふうに扱われるのかお聞きしたいというのが２点目です。 

それから、利用定員の問題で、これは私もよく分からないのですけれども、私

は、国が定めている子どもたちの人数、何人に対して保育士何人という基準があ

りますが、その基準を手厚くしたらどうかという提案をこれまでもしてきました。

そういう、それをもし手厚くするということになるとすれば、それは岬町独自の

基準を設けるということになるわけなのですが、その場合、条例として置いてお

けば、条例を触ればいいということになるのと違うかなと思っているのですが、

ただ私、条例も政令も確認したのですけれども、それに該当するのがよく分から

なくて、例えば、今後、岬町独自に子どもたち何人に対して保育士１人という基

準を変える場合、その場合はどうするのかと、そういうこともできないようにな

るのか、それとも、この条例とは関係のない別の条例でそういうことは構えてい

ますので構いませんよということになるのか、その辺の扱いについてお聞きした

いと思います。 

坂原副委員長 答弁お願いします。 

堤子育て支援課長 中原委員長の質問にお答えいたします。 

まず、１件目の改正が行ったときの対応ですが、条ずれ等の簡易なものの他、
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内容が関係してくることに関しましては、お知らせさせていただきたいと思いま

す。 

松下しあわせ創造部理事 ２点目のご質問なんですが、暴力団の排除規定が入っていない

のではないかということですが、こちらについては、入れるかどうか検討はした

ところなんですけれど、特に必要ないだろうというふうに判断しまして、今回は

入れないこととしています。近隣の状況も確認して入れているところもあれば、

入れていないところもございまして、その辺のこともいろいろ調査はしたところ

なんですけど、岬町としては、そこまで入れる必要ないという判断をしたところ

でございます。 

堤子育て支援課長 ３点目のご質問ですが、こちらに記載のある利用定員と配置基準につ

いては別のものになりますので、配置基準が変更になった場合は、また別で定め

させていただきたいと思います。 

坂原副委員長 では、進行を委員長に戻します。 

中原委員長 ご協力ありがとうございました。 

それでは、ほかに委員の皆さんからの質疑がないようですので、これで質疑を

終わります。 

続いて討論を行います。 

討論ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

続いて採決を行います。 

議案第５７号について、原案のとおり可決することに賛成の方の挙手を求めます。 

（挙手全員） 

中原委員長 満場一致です。 

よって、議案第５７号は、本委員会において可決されました。 

以上で、本委員会に付託を受けました議案４件については、全て議了しました。 

続いて、案件２「その他」に入ります。 

その他で、本委員会所管の事項で何か委員の皆さんからございましたら、お聞

きしたいと思いますが、いかがでしょうか。 
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副委員長、どうぞ。 

坂原副委員長 １点だけ確認したいのですが、住民さんからの問い合わせもありまして、

少しお聞きしたいのですが、ピアッツァ５ですね。ピアッツァ５の利用について

ですが、岬町住民に割引というか、優待というか、そういう制度があると聞いて

いるのですが、その辺がはっきりしていないので、ここで確認したいと思います。

いかがでしょうか。 

中原委員長 お答えをお願いいたします。どうぞ。 

南しあわせ創造部副理事 坂原副委員長のご質問にお答えします。 

健康ふれあいセンターのほうで、町民様への優遇ということで、現在やってお

りますのが、毎月第１日曜日につきまして、町民の方、町民の日ということを設

けておりまして、その日は、町民の方につきましては、お風呂、プール、ジムが

無料ということで、ご利用いただいているということを実施しております。 

中原委員長 副委員長、どうぞ。 

坂原副委員長 私も知らなかったのですが、それは何かの形で周知されているのでしょう

か。 

中原委員長 答弁どうぞ。 

南しあわせ創造部副理事 周知の方法につきましては、健康ふれあいセンターのご利用の

年間のカレンダーとしてのチラシを作成しておりまして、そちらを健康ふれあい

センターのほうで配架しているという状況でございます。 

中原委員長 副委員長、どうぞ。 

坂原副委員長 なかなか住民さん知らない人が結構いると思うので、もっと広く住民さん

に周知するようにしてほしいと思うのです。せっかくピアッツァ５を運営してい

る事業者が住民に対して優遇制度、優待としてするのですから、ぜひ広く住民に

もっと知らしめるように周知してほしいと思います。要望にします。よろしくお

願いします。 

中原委員長 ほかに委員の皆さん、その他で何かございましたら、お聞きしたいと思いま

すが、よろしいですか。 

（「なし」の声あり） 

中原委員長 それでは、本日の審議経過並びに結果については、次の本会議において委員

長報告を行いますので、委員の皆様方のご協力をお願い申し上げます。 
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これで、厚生委員会を終わります。 

（午前１１時１２分 閉会） 
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 以上の記録が本町議会第４回定例会付託委員会の会議のてんまつに相違ないことを記 

するため、ここに署名する。 

                             令和４年１２月７日 
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